
100●級低山紀行

F響号|1言 |1傘
沢誓露突鳴と名の付く丘のようなところ15期奥名|||‐ |‐|  | ■ | |

◆満願寺山周辺地図

満願 寺 山 標高176.6m

この山は国土地理院発行1/25000
「金沢」を4つ切りにしてその左下のほぼ中
央に位置する。
ふもとの町窪1丁 目2丁 目はこの山を削

り取つて住宅地としたことが地図を見るとよ
くわかる。実際にこの地に行つてみるとな
おはつきりする。道は狭く坂道の傾斜は相
当なものがあり雪が積もった日にはかなり
難渋しそうだ。車庫をのぞくとどこもトラック
のような4WD車がおさまっている。

この山の北側には伏見川が流れており、
この辺から急に平野部になるためこの上
流部は川幅も狭く渓谷というイメージとな
り、逆に下流部は川幅も広くひらけている。
南側にはひとつ小さな谷をはさんで高橋

川が流れている。この川は伏見川とくらべ

ると源流はここから2km程遡つたところと
短く、むかしの女子高校の裏手あたりで伏
見川と合体する。
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ここは満願寺山の登り口に当なるところだがそれらしい案内はどこ
にも見あたらない。この石段を登っていくと途中左手にお地蔵さんが
一体鎮座している。この時節はかなり冷え込むので誰かがかわいそ
うに思つたのか立派なアルミサッシのフードに収まつている。藍色の
座布団が2つ、信心のある人はここでお経でも唱えるところだが、生
憎無信心なくせに臆病な私は百円玉を1枚放り込んで通過する。奥
に見える建物(何というのか知らない「お堂 ?」 ここでも賽銭箱が待ち
かまえている)を左手に飛び石をつたつていくとさらにまたひとつ建物
がある(これは金堂とでも言えそうな代物である)。

寺の様子が少し違うのは墓というものがひとつもないからかもしれ
ない。ここが神社といわれても素直にそうかと肯いてしまいそうだ。
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躍盤韓駒擢喜f嬌譜風ち稟酪1亀監競場毛犠香慰
謳舗議蝸[｀意鋼優曇た製駆蹴器3案彗輛塁ガ落1争lな表

上りも下りも石段の数を数えようと試みたが、分からなくなつて断念した。

この石段はかなり上ったところで左に直角に曲がりさらに30m程進んで今度は
右に直角に曲がる。最後まで石段が続き頂上にいたる。

▼ ▼ ▼

頂上には三角点がなぜか5m
ほどはなれて2つある。二等三
角点と記された標注は根元が
朽ちて倒れている。

三角点には1等から4等まで
あり、3等までが地図に記載さ
れている

1等・・・  970    4
0km四 方

2等「・・ 5056
8km

3箸 F・・・32733
4km

4等…・約 6万
1 5km

▼ ▼ ▼

岳マと

酬明櫛躍駒嬬脚蓼鴛靭橿魏も好いわけでなく泥棒と見なされるのは間違いない。。
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◆卵辰山周辺地図

碑|
tit;

11れ
|:

爾 V ▼

▼ ▽ ▼

卵辰山 標高141.2m

この山は金沢市に住んだことのある人
なら誰でも知つている山である。そして
我々ワンゲルにとっては日頃のトレーニ
ング場所として恐れられている。しかし
その山頂を極めた人は何人いることだ
ろう。かく言う私もどこが山頂なのか今
日まで知らなかつた一人である。

真つ先に山頂と思われる所は望湖台
と呼ばれている所であろう。かつては河
北潟の広々とした眺めが楽しめたので
あろう力ζ、今ではほとんど力(埋め立てら
れてしまつてとても望湖台とは言い難
い。地図を見ても分かるとおりこの望湖
台近辺が山頂ではない。少し北上する
と横空台(おうくうだい)とよばれるところ

鼎 酬 こ岩髪 |

い広場があるばかりで、山頂らしきもの
は見あたらない。

横空台の北の端に数本の木が植えられ卵辰山公
園創設記念碑が立てられている一角がある。実は
この碑の後ろに三角点がある。まわりと比べても標
高が高いとは思えないが、ここが卵辰山の山頂、
標高141 2mの 地点らしい。

ここは2等三角点である。

―-39-―
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今で1ま 望湖台の区画はきちんと整理されていて、一番高いところはいわゆる展望台のようになつていて、湖を望む方角だけでな
く後ろを振り向くと金沢近郊の山々がはるかに望める。そしてそれらの山々の名前と標高が記された案内図(上図)がある。わかる
かな一一、わかんねえだろうな一  。

◆春日山周辺地図

IIヽ:春 日山 標高112m

この山は卵辰山から北へ約500mのところにある。ここには三角点はなく地図上に
一瀞 |1嗜百■■発ちでいるだけそあるI珈赫 I輛面|記載)からなだらかに下りていlr「春日山」となっているだけである。卵辰山の頂上(前回記載)からなだらかに下りてし`

1織 ヒ:躍絹当顕轟譜側饗被写Uれ酬湧提ξ無1第勁

墓地を抜けるとあたりは背丈以上もある細い篠竹に覆
賀鶴 ab翻 薯覆負道が続いていく。しばらく行くと道は左右に分かれてしまし

あたらない。むりやり直進しても標識らしいものもなく、あまりになだらかで頂上の位置

市内の町並が、右手には東部清掃工場を真下にそしてはるかになだらかな夕日寺の
丘陵を望むことができる。

|はついに分からず仕舞となった。

この麓には春日町という町名が残つているが:実際にこの山は鳴和町になる。

寧 ▼ ▼
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左の写真はきつとこの
辺が春日山の頂上ではな
いかと思われる場所で、ま
わりは右の写真のように全
く見通しが気かないほどに
竹が生い茂っている。実際
はこれよりはるかに日音く、
よく晴れた日でもほとんど
日差しは地面までは届か
ない。

小さな赤い花がこんな
暗いところで咲いている。

墓地の東の端から春日山方面を望
んで、山全体が竹に覆われている様
子がよくわかるし、山の格好もしてい
るが実際には頂上はどこだかよくわ
からない。

同じ場所から金沢市街を一望でき
る。左端には北国新聞社のビル、中
央にはかつて最も高いビルとして脚
光を浴びたことのあるスカイビル(今
ではこんな名前つけられない)、 そし
て右のほうに抜きんでているのが日
航ホテル

金沢市「

◆戸室山周辺地図

写真:文 15期奥名

F室山 標高547m

この山は金沢方面から東方の医王山をながめるとその手
前に屏風のように立ちはだかっている。西側は切り立った崖
となつているが東側と北側はなだらかな斜面となっていて頂
上付近はむしろ平坦と言つていいくらいである。
地図は「金沢」と「福光」のちょうど境付近にあたるため左の

地図は中央に切れ目が入つている。

登山はかつては地図左上の戸室別所からのぼつていた
が、近年ではキゴ山むかいの医王寺あるいは放牧場入り口
の茶屋裏からのぼる人が多いらしい。その横にはいつの頃
からかはやりとなった名水が湧き出ている。

茶屋の横からのはり始めた。
下界は春まっただ中という雰囲気だがさすがに季節は一歩

遅れている。登山道は残雪に覆われていて道がはっきり分
からない。分からないということはどこを歩いても良いという
こと !
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医王寺からは急な石
うとする人をくじけさせようとしているかのようだ。
西側の崖とはずいぶん違つてなだらかな山容を見
せている。

がいのキゴ山をのぞむ。戸室山とキゴ山とは1

ど標高が同じでわずかにlm戸室山のほうが

はるかに医王の山々、手前にはキゴ山スキー場。
今シーズン最後のスキー場には子供の声が
こだまして聞こえてくる。
スキーヤーよりもボーダーのほうが多いようだ。

石段をまっすぐ登ってい
く。ところどころにある踊り
場にはなだれて落ちてき
た雪がたまっているが実
際の石段にはほとんど雪
は残っていない。

石段を登りきると直角に
左へまがりしばらくやや下
りの水平な道となる。この
へんはほとんど雪に覆わ
れ、のぼつたけいせきもな
いので道がよく分からな
い 。

登山道らしい道となるとこ
ろに標識がたつている。そ
こからはやや急な登りとな
り雪もあちこちに残つてい
るため下りは滑りそうだ。
その急な登りがおわるこ
ろなだらかな山頂にでる。
積雪は50cmくらいはま
だありそうで、三角点のあ
りかもわからない。葉をお
とした木々の間からきれ
いに晴れ渡った青空と医
王の山並みがみえる。す
がすがしい一時を味わつ
た。

，

レ



◆野田山

野 田 山 標高175.4m

野田山は金沢市に生まれ育
った人にとっては小学生のこ
ろ遠足や早起きウォーキング
などで親しまれている。また、
この山の北半分は全体が墓
地となっていて相当の広さが
ある。もともとは前田家がこの
山の斜面に墓地を作つたのが
始まりとされ、その後前田家の
家臣も付近に作るようになつた
らしい。その後一般の人たち
の墓地も加わっている。

野田山というとほとんど墓地
をま旨していると言つても良い。

V tt y

野田山と一丁前に1/25000の地図
には山として名前が載つているが、どこを
どう見ても山とは名ばかりで台地あるい
は丘と言つた方があたつている。

長坂方面からほぼまつすぐにのぼつて
いく道は舗装された車道である。上り詰め
たあたりの右手に実践倫理記念会館が
あり、市内に文化ホールや厚生年金会館
などなかつた頃には色々な催しやコンサ
ートなどが行われていた。それも老朽化
のためか取り壊し中であつた。ここでも一
つの時代の終わりを感じさせる。

のぼり詰めから先は冬期間は通行止め
となつている。この道はほぼ真南に鶴来
方面の山に向かつている。左に直角に曲
がって三小牛方向に向かうなだらかな道
を行くと、やがて「山田リンゴ園」が右手に
広がってくる。その中にお椀ではなく皿を
伏せたようにわずかな膨らみがありその
中央が野田山の頂上である。

-43-
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野田山頂上三角点

三角点がリンゴ園のな
かにあり、まわりを鉄条網
で囲つてある。その少し壊
れかかつた部分を広げて
進入した。リンゴの木は葉
をすべて落としていて
寒々とした枝をつきだして
いる。

この付近では皆針葉樹
ばかりで、広葉樹はこのリ
ンゴくらいのようだ。この
西側一帯は杉が植林され
ていて、そこにはすでに赤
茶けた花粉がたつぷりと
用意されていた。ためしに
小枝を揺すつてみると案
の定花粉がいやというほ
ど舞い上がつた。

この植林をした頃には花

婿
思つていなかつたに違い
ない。

禍福はあざなえる縄の
ごとし

|,||,|||・|

◆キゴ山

野田山 標高546m

ングに訪れる。

郡 l馨 饉 甦 蒙 l鰐 、

われている。

目機山  巻6キゴ山の巻二J           :_三  |

1石川県●



医王山に向かう車が難儀
する最後の上り坂を登り切

象亀警η鋼 提 乱
こ

鍋環可昔摺胸惣?
と小さな池と四阿、それらを

甲F唐誌撃漫鮮炉鰭
そこには春を感じたスミレ
やイカ|リ ソウが数多く咲いて
いる。最も目立つのはなん
といってもショウジョウノ`カ
マで重なり合つて出てきた
ばかりの葉もよく目立つ。

広場を横切るとキゴ山ヘ

の登山道がいくつかあり、
それぞれに名前が冠してあ
る。

この辺でもコシアブラの新

蒼r〕ぇたず謝暫璽芳器ぷ
目に鮮やかだ。

キゴ山頂上

クロモジの道と名付けるほ
どにクロモジの木が多い。高
級楊枝に使われるだけあつて
その枝を折つて匂いをかぐと
さわやかな香気が漂つてくる。
匂いもさることながらその新
芽の緑の鮮やかさは何とも言
えぬすばらしさだ。

頂上には少し前まであつた
雪もきれいに消えて夏を思わ
せる牧草の青々とした景色が
広がつて、その彼方にこちらも
わずかに雪を残した医王の山
が望める。

本当はと言えばカタクリをさ
がしにきたのだが、場所を知
らずに来たことがまずかつた
のか全くその姿を拝むことが
できなかつた。

勇 り難 お 魚次幣 ぅ
スマイナスゼロとしておこう。
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◆三国山

三国山 標高323m

三国山は津幡の北に位置し、標高は低いながらもその名のごとく能登、
加賀、越中の三国を見渡せる山である。津幡を抜けて北へ進み能瀬でひ
がしの山間部へ向かう。富山県との県境に興津という部落があり、興津
峠へうねうねと登る場所にへばりつくように20軒ほどの家がかたまってい
る。「こうづ」と呼びたくなるが「きょうづ」と呼ぶらしい。
峠から尾根沿いに右へ登っていくと整備されたキャンプ場があり、そこ

には立派なログハウスがいくつかたっていて休日にはかなりのにぎわい
を見せているようだ。三国山へはそんなところを一直線に突き抜けてい
く。

▼ ▼ ▼

林道からの登山口には大きな鳥
居が建つている。登山道とは言え車
でも十分通れるほどの道幅があり
途中の分岐までは行ける。足下の
ムラサキサギゴケやカキドオシをな
がめつつ登つていくとすぐに右手に
炭焼き小屋がある。普段はどうして
いるのか人影もなく中は真つ暗な中
に土間があるばかりで住んでいるよ
うにも見えないが、畑はきちんと手
入れがしてある。

左手には竹林、右手には植林され
た杉林。そんな道の土手にはチゴ
ユリがたくさんさいている。

スミレはほとんどがタチツボスミ
レ、分岐を過ぎてからは一面シャガ
の花の咲く斜面がある。

▼ ▼ ▼
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山頂より金沢方面

山頂の少し手前の急な登りは杉
と竹の林の中にあつて薄暗く、登り
切ると様子は一変して明るく開けて
いる。

頂上には登り口にあつたものとお
なじ鳥居とそして祠があり、休憩用
のベンチが二つほどおいてある。こ
こからは四方360度みわたせ、能
登の海岸線、内灘の河北潟や医科

杏8宗サ総y凡就宅側麗な
カスミがかつていてはつきりとは見
えないが標高の害1に眺望は素晴ら

しい。

白い花がこんもりとみえるのはオ

オカメノキかあるいはガマズミか

帰り道ヨメナを採取しておひたし
にt′て食す。

◆権殿山

権殿山 標高224m

ぎ也 挫:溜
粗縫亀楊あ3:獅辮 鰤 識 脇 臨

橘
Ю

訪

つわらず、絲た。竹林の横を通つた際、今朝がた顔
をだしたタケノコが二つ三つみえ
た。

日当たりの良い斜面にはオヤマボ
クチが一面はえているところがあ
り、大きく分かれた二つの葉の間か
ら伸び出した若い葉をいくつか採つ
てきた。漢字では雄山火口と書いて
オヤマボクチとよぶらしい。かつて
は火を付ける際に起こした火を移す
のに使われ、そのために火口となっ
た。また、そばのつなぎや草餅とし
てうるち米にいれたりして、生活に
密着したものであつた。

天ぷらにして食した。非常においし
いものです。皆さんにもお勧めしま
す。
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道の真ん中にフデリンドウが一ケ
所だけさいていた。地面からわず
かに数センチしか背丈がなくうつか
り見過ごすところだつた。

北方の部落から背後をみてもな
だらかな丘陵が緑に覆われている
だけで山頂らしいものはみつけら
れず、鯉のぼりの泳ぐ町と木々の
緑と快晴の空を眺めるだけで帰つ
てきた。

民家の近くでセリをみつけ、近く
の人に断つて少し頂いてきた。

フデリンドウ

◆寺尾観音山

寺尾観音山 標高228m

難 :

薦鐸鶉 恣∬

応彿餞魂青鋪澱筆ば唇
像。

登り日からいきなりつづら折り
の急な登りが続く。道はじつかり
しているが水はけの悪い赤土の
ためすべりやすく、日の当たらな

陛積扇爆読割娑ヽ層屁
る。

こ 俺 績舶 蒋 3を麟 轟
りとヤマボウシの花がきれいに
葉を並べた上につきだしている。
エゴノキの花が実際に咲いてい
るところを初めて見た。ロート状
の白い花がすべて下を向いて咲

お毛鍛積麒t男疑粥属撃奈亀
えないのは残念だ。
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